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2019年度第1四半期の業績について、売上高は、＋１６．４％、＋６５８億円の
４，６７２億円となりました。これは、「ガスセグメント」において、原料費調整制度に基
づく販売単価増により＋２４１億円、ガス販売量の増加により ＋１２３億円増収とな
ったこと、「電力セグメント」において、お客さま件数の増加による販売量増等により
＋１９０億円となったことが、主な要因です。

営業費用は、「ガスセグメント」における、都市ガス販売量増加やフレーム影響等に
伴う単価増、「電力セグメント」における、販売量増に伴う費用増や固定費増等によ
り、＋１１．９％、４５０億円増の４，２３１億円となりました。

この結果、営業利益は＋８９．１％、２０８億円増の４４０億円、経常利益は＋１０１．４
％、２４３億円増の４８３億円にそれぞれ増益となりました。

一方、特別利益については、昨年度に計上した固定資産売却益が剥落したため、
２９１憶円減益となり、親会社株主に帰属する当期純利益は、▲７．４％、２８億円減
益の３４９億円となりました。
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2019年度第１四半期の都市ガス販売量は、＋７．２％、２億２千７百万m3増の
３３億７千２百万m3となりました。これは、発電専用のお客さまへの販売量が、３億６
百万m3増加したことが主な要因となっております。

なお、ガスの小売お客さま件数は、３ページ左下の表にございます通り、 ６月末時
点で９６０万件となっています。
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電力販売量は、全体で＋１８．７％、６億８百万kWh増の３８億６千５百万kWhとなり
ました。電気を供給しているお客さま件数の増加により、小売の販売量が＋４４．７
％、５億８百万kWh増加したことが主な要因となっております。

なお、電気を供給している小売お客さま件数は、右側のグラフにございます通り、６
月末時点で１９５万１千件と、今年度の目標である２４０万件に向け着実に推移して
います。



５ページには、セグメント別の売上高、および営業利益に持分法損益を加えたセグ
メント利益とその増減を記載しております。
セグメント合計の利益は２２０億円の増益となりました。これは、「ガスセグメント」にお
いて２２２億円増加したことが主な要因となっております。
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ガスセグメントにおいて＋２２２億円となった主な要因は、都市ガスの粗利増＋２２６
億円によるもので、その内、スライド差が＋１６６億円となっております。

電力セグメントについては、▲４億円となりました。小売販売量増等に伴う粗利増が
あるものの、小売販売経費、ITシステム関係費、真岡発電所の試運転に関する費
用等の増加等により、減益となりました。

海外セグメントについては、上流プロジェクトにおける販売数量減に伴う利益減によ
り、▲１１億円となりました。なお、中下流プロジェクトを行う持分法適用会社の利益
増により、持分法損益は１２億円の増益となりました。

エネルギー関連セグメントについては、子会社におけるＩＴシステム稼働に伴う費用
増等により、▲１９憶円となりました。
第１四半期決算実績のご説明は、以上となります。
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７ページ以降には通期の見通しを掲載しておりますが、通期の見通しの値につき
ましては、４月末に発表いたしました当初見通しから変更しておりません。

第１四半期の実績状況や、見通しの前提である気温・経済フレーム等の推移を踏
まえ、現時点においては、当初見通し通りの利益を見込むことが出来ると判断いた
しました。
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（通期見通しは、前回見通し（4/26発表）から変更なし）
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（通期見通しは、前回見通し（4/26発表）から変更なし）



巻末には、参考資料として経済フレーム感度表に加え、本日までの主なプレスリリ
ース一覧、海外プロジェクト一覧、電力・都市ガスのスイッチング件数の推移を掲載
しておりますので、ご参照ください。
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